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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、ソーシャルネットワークサービス（SNS）とWebの異なるメディアを
融合し、それらから時空間情報を抽出しマッピングすることで、双方の欠点を補う信頼性・速報性・網羅性の高
い集約情報の抽出・共有支援システムの構築を目的とする。具体的には、[A] SNSデータの時空間統合分析手法
の開発・評価と[B] 異種メディア間のシームレスなマッピング手法の開発・評価について取り組んだ。これによ
り、任意の場所や時間に関する多様な話題の発見や話題に興味を持ったWebユーザとSNSユーザ間でシームレスな
情報交換ができ、お互いに速報的にかつ信憑性の高い情報を効果的に取得できる。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research project is to construct a support system for 
extracting and sharing aggregate information with high reliability, quickness, and 
comprehensiveness, which integrates heterogeneous media, such as social network services (SNS) and 
the Web, by extracting and mapping spatio-temporal information from them. This project involved the 
following issues: [A] the development and evaluation of a spatio-temporal integration analysis 
method for SNS data, and [B] the development and evaluation of a seamless mapping method between 
heterogeneous media. It enables the detection of various topics related to any place and time. 
Furthermore, it allows seamless information sharing between Web and SNS users who effectively obtain
 quick and reliable information from each other.

研究分野： Web情報工学

キーワード： ビッグデータ分析・活用　異種メディア　時空間情報　情報推薦　コミュニケーション　情報共有
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題は、単にテキストを時空間的・意味的に分析するだけでなく、写真も含めて多様なSNSデータ分析や
異種メディア間の時空間マッピング技術の確立に関する研究である。従来のSNSによる情報の可視化および情報
共有に対し、異種メディア間の相互補完によるランドマークの高さに合わせた情報提示や、イベント情報の時空
間的差異を可視化する手法は他の類例を見ず、独創性は極めて高い。また、様々な状況下でユーザが適切な情報
や人を発見でき、多くの情報を共有しながら速報性・信頼性の高い情報を送受信可能な情報配信技術を開発し、
その有用性を示した点で意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 Twitter、Foursquare や Instagram
などの SNS は一般社会に深く浸透し
ており、特に GPS 付スマートフォンの
ような携帯端末を用いて、日々大量の
情報が発信されている。それらの発言
にはユーザの振舞と実世界の状況をリ
アルタイムに反映しているものも多
く、ジオタグ付 SNS データから実世界イベント検出を試みた研究[1]や関心の高い地域を発見す
るための手法[2]が盛んに行われている。また、SNS ではユーザ間の合意で形成された知人同士
のコミュニティ内で信頼性の高い情報交換ができ、さらに、コミュニティ以外の他人もそれらの
速報性の高い情報を閲覧できる。 
 しかしながら、リアルタイムで随時発信されている SNS データは膨大であり、Web と比較す
ると誤った情報や意図的に流されるデマなど信頼性の低い情報が含まれることも多く、関心の
あるトピックを発見することが難しい。また、コミュニケーションにおいても、各 SNS サービ
スあるいは SNS サービス間に限られるため、Web 空間と比較すると情報の網羅性は低い。一方
で、Web は情報の更新頻度の負担が高いため、速報性が低い。例えば、Yahoo!知恵袋に代表さ
れる掲示板では気軽な問い合わせができるが、即時に適切な回答は得られにくく、時間や手間を
要する（表 1）。 
 
＜引用文献＞ 

[1] F. Atefeh et al.: A Survey of Techniques for Event Detection in Twitter, Computational 
Intelligence, 2015. 
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２．研究の目的 
 本研究課題は、ビッグデータを利活用した高度なサービスの実現のため、Web にマッピング
するべき信頼性の高い多様な SNS データを発見し、時空間的・意味的分析を行い、さらに信頼
性・速報性・網羅性の高い集約情報の提示・共有支援システムの構築を目指す。研究開始前まで
に、大量のジオタグ付 SNS データのテキストを分析し、任意のランドマークに関する SNS デ
ータと関連する Web ページを発見し、Web ページにマッピングする可視化システムの構築を行
ってきた。本研究課題では、テキストだけでなく情報量の多い投稿写真も含めて SNS データ分
析手法を拡張し、多様な SNS データを異種メディアとなる Web の話題に則して、時空間的な
特徴を分析・抽出する手法を検討した。また、分析結果より得られた時空間的関連性に基づいた
信頼性の高い SNS データの抽出ならびに推薦技術に取り組んだ。さらに、異種メディア間の相
互補完により抽出されるイベント情報を集約・可視化する手法の構築および異種メディア横断
型コミュニケーションによる情報共有支援システムを開発し、評価検証をした。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題は、時間的・意味的分析と可視化により、異種メディア間の時空間マッピング技術
の研究開発および異種メディア間の情報共有基盤の確立を目指すものである。研究期間におい
て、[A] SNS データの時空間統合分析手法の開発・評価と[B] 異種メディア間のシームレスなマ
ッピング手法の開発・評価に取り組んだ。具体的には、以下の 4 つの研究項目を研究開発し、そ
れらを連携させるフレームワークを構築し、評価実験を通して異種メディア間の情報共有サー
ビス基盤としての有効性を明らかにした。 
 

(1) 対象データ収集のためのデータベースの構築 
代表的な SNS データである Twitter のツイートデータと Flickr の投稿写真データを対
象として、位置情報（ジオタグ）や時間情報（発信時刻）といったメタデータが付与さ
れたツイートストリームデータおよび投稿写真データの収集システムをそれぞれ実装
した。次に、収集したツイートデータは時空間データベースに格納し、データウェアハ
ウス技術を用いて、収集したデータを空間情報と時間情報から統合的に管理する時空間
データベースを構築した。 
 

(2) 時空間的関連性判定手法の開発と評価 
代表的な SNS データである Twitter のツイートデータを対象に、ツイートデータ間の
テキスト類似度、時間距離（発信時刻）、空間距離（発信場所）の 3 つの尺度に基づく
場所同士あるいは時間同士の関係性を確率的に推定し、相関性の高い場所（または時間）

 速報性 信頼性 網羅性 

SNS 高◎ 低△ 中〇 

Web 低△ 中〇 高◎ 

表 1 SNS と Web における速報性、信頼性、網羅性の比較 
 



に関するツイートデータを抽出し、空間的かつ時間的な相関性を検証した。また、タグ
クラウドを用いて地図上に異なる時間帯でツイートの発信場所や発信内容の変化を直
感的に理解するための可視化システムを開発し、被験者による可視化インタフェースの
ユーザビリティに関する評価実験を行った。 
 

(3) 異種データ間の時空間的な関連性抽出手法の開発と評価 
代表的な SNS データである Twitter のツイートデータと Flickr の投稿写真データを対
象として、SNS データを場所あるいは時間ごとの話題語として抽出した。次に、Web コ
ンテンツ（Web ページ、地図や映像等）から場所や時間に関する特徴的な語を話題語と
して抽出した。最後に、場所や時間帯に関連する話題で発信された SNS データとその
話題に関連する Web コンテンツを抽出し、場所や時間という観点で対応付ける手法を
開発した。また、時空間的変化を直感的に理解するための可視化（写真やタグクラウド
等を利用）、関連施設（観光スポットや店舗、駅等）の推薦も行っている。 
 

(4) 異種メディア協調型情報共有支援システムの構築と評価 
SNS データで使われている言語に着目し、日本国内の Twitter のジオタグ付きツイー
トデータと Flickr のジオタグ付き投稿写真データから投稿内容に含まれている方言を
抽出した。次に、その方言の発言時刻と発信場所を観測しマッピングすることで、時間
帯ごとにその方言がよく使われている地域を発見した。最後に、言語と時空間情報に基
づく異なる地域同士の関連性発見および方言分布の可視化による情報共有支援システ
ムの開発とその評価を行った。 

 
４．研究成果 
 本研究課題では、SNS や Web などにおけるリアルタイム型の時空間情報の統合分析ならびに
異種ビッグデータ間のシームレスなマッピング技術の開発・評価検証を明らかにするものであ
る。特に、単にテキストを時空間的・意味的に分析するだけでなく、写真も含めて多様な SNS
データ分析や異種メディア間の時空間マッピング技術の研究開発、さらに異なるメディアを利
用するユーザ間のコミュニケーション機能を開発し、新たな情報共有サービス基盤を構築した。
具体的には、３．研究の方法に挙げた 4 つの研究項目について、それぞれの研究成果を示す。 
 

(1) 対象データ収集のためのデータベースの構築 
代表的な SNS である Twitter と Flickr を対象として、位置情報（ジオタグ）や時間情
報（発信時刻）が付与された日本および米国のツイートデータおよび投稿写真データを
それぞれ収集し、時空間データベースに格納した。 
 今後の展望としては、データ収集の範囲をヨーロッパに拡張することである。また、
多次元式 MDX 言語などを活用して、収集したデータを空間・時間・人々の行動からな
る多次元データベースとして統合的に管理することが挙げられる。 
 

(2) 時空間的関連性判定手法の開発と評価 
ツイートデータの空間的かつ時間的
な相関性を検証するため、タグクラウ
ドを用いて地図上に異なる時間帯で
ツイートの発信場所や発信内容の変
化を可視化するシステム（図 1）を開
発し、被験者実験を行った。これによ
り、店舗やフロア、駅などの各小規模
施設の特徴的なイベントを発見でき
た。これにより、任意の場所における
ツイートの話題が多様化していても、
その場所に関する話題のツイートを
発見でき、効率的かつ効果的な情報提
供につながる。 
 開発した SNS データの時空間統
合分析手法は萌芽研究として、Web
やソーシャルメディア分野で最高峰
の国際会議（HT 2017、IUI 2018）の
デモンストレーションに採択された。 
 今後の展望としては、コンテンツ内
容の分析を加えて、SNS データを意味的に解析し、発信位置とコンテンツ内容位置との
差異、発生時間とコンテンツ内容時間との差異を分析することである。また、位置と時
間の関係性を考慮した時空間差異の分析への拡張を実施する。さらに、同じ場所や時間
に関連する高信頼性 SNS データ抽出手法ならびに時空間に基づく SNS データと Web
ページの関連付け手法を検討することが望まれる。 

 

図 1 タグクラウドを用いたツイートの可視化システム 



 
(3) 異種データ間の時空間的な関連性抽出手法の開発と評価 

代表的な SNS データである Twitter のツイートデータと Flickr の投稿写真データを対
象として、SNS データを場所あるいは時間ごとの話題語抽出、Web コンテンツ（Web
ページ、地図や映像等）から場所や時間に関する話題語抽出を行った。また、場所や時
間という観点で SNS データと Web コンテンツを対応付ける手法を開発し、時空間的変
化を直感的に理解するための可視化（写真やタグクラウド等を利用）、関連施設（観光
スポットや店舗、駅等）の推薦も進めた。 
 開発した異種データ間の時空間的な関連性抽出手法は、Web やソーシャルメディア
分野で最高峰の国際会議（WebSci 2018、WWW 2018、ASONAM 2018、IUI 2019 等）
のフルペーパーやデモンストレーションに採択された。また、関連情報推薦手法に関す
る論文が国際学術論文誌（International Journal on Advances in Internet Technology 
2017）に採録された。 
 今後の展望としては、時間や場所を超えたユーザ間のシームレスな情報交換により速
報性・信頼性の高い情報を抽出し、イベントへの移動や旅行中、さらに事故や電車の遅
延といった様々な状況において、適切に避難誘導や交通案内の情報推薦・共有を実現す
ることが望まれる。 
 

(4) 異種メディア協調型情報共有支援システムの構築と評価 
SNS データで使われている言語に
着目し、日本国内の Twitter のツイ
ートデータと Flickr の投稿写真デー
タからの方言抽出、その方言の発言
時刻と発信場所を用いた方言分布の
検出（図 2）を行った。また、言語と
時空間情報に基づく異なる地域同士
の関連性発見および方言分布の可視
化による情報共有支援システムの構
築とその評価も進めた。 
 言語と時空間情報に基づく異なる
地域同士の関連性発見および方言分
布の可視化に関する論文は、国際学
術論文誌（IEEE Access 2020）や
Web と地理情報システム分野で最高峰の国際会議（W2GIS 2019, JCDL 2019、
SIGSPATIAL 2019, W2GIS 2020、WI-IAT 2020、ICCE 2021 等）のフルペーパーやデ
モンストレーションとして採択された。 
 今後の展望としては、自然言語処理や機械学習の最新動向を調査し、さらなる精度向
上を図るためのシステム改良、被験者実験調査を行うことである。また、外国人、高齢
者や子供を含めた多様な人々に効果的な情報を推薦・共有するためのシステムを構築す
ることが望まれる。 

 

図 2 方言分布の可視化 
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